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今年６月、本学は文部科学省へ鳥取環境大学大学院（環境情報学研究科　環境情報学専攻）の設置認可申請を行いました。認可予

定は今年１１月、認可後は速やかに大学院生の募集を行い、１２月には入試を実施する予定です。開設予定の環境情報学研究科は「社

会環境学領域」「環境デザイン領域」「情報システム領域」の３つの領域から構成され、環境学の学術研究の推進と総合的専門家の人

材育成を行います。いよいよ２００５年４月には、今まさに時代の強い要請を受けている「環境」専門の大学院が開設されます。

時代は、環境の総合的専門家の育成を求めています。
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環境情報学研究科（設置認可申請中）

研 究 科 名

専 　 攻

学 　 位

修 学 期 間

募 集 定 員

収 容 定 員

所 在 地

設 置 主 体

開 設 時 期

入 試 日 程

環境情報学研究科

環境情報学専攻

修士（環境情報学）

２年

２０名（第１期生）

社会環境学領域 １０名程度

環境デザイン領域 ５名程度

情報システム領域 ５名程度

４０名

鳥取市若葉台北１－１－１

学校法人鳥取環境大学

平成１７年４月予定※

平成１６年１２月頃予定※

鳥取環境大学大学院の概要

※文部科学大臣の認可を経て

大学院開設に向けて大学院開設に向けて

【地域環境分野】

旧来のフロー中心の建築都市形成に替えて、安全

安心の住まい・都市づくり、建築の修復再生、都市保

全、住宅・建築の長寿命化、地域生活環境維持管理

システム、再生可能な資源の循環利用など、ストック

の建築・都市学の教育・研究を追求し、環境問題に

地域の生活環境形成の場で、柔軟かつ具体的に対

応でき、かつ専門的知識を有する人材を育成します。

【快適環境分野】

いつまでも使い続けることのできる、自然と共生する、

快適で美しい生活環境の形成を、家具・インテリア、

住居・建築、都市基盤といった、意匠・空間形態面

から追求します。地域固有性と普遍性、自然と人工

の関係に配慮して、教育・研究を行います。

学部教育４年と本修士課程２年をあわせて、現在検

討が進んでいる建築家の国際基準・UIAをクリア出

来るよう教育課程の編成を行います。

〈修了後の進路の例〉

自治体・企業などの専門職、プランニング事務所など

【先端情報ネットワークシステム分野】

無限の応用可能性を感じさせるネットワークを活

用したインフォメーションシステムについて、最新の

高度な専門知識を有した人材育成、また、実務に

携わっている社会人の知識をより高め視野を広げ

るような再教育も行います。

ネットワーク関連専門技術（ユビキタス関連技術、

セキュリティ、認証などの技術、情報システム構築

など）の他、情報システム全般について、教育・研

究を行います。

〈修了後の進路の例〉

博士課程への進学、メーカー・ソフトウェア会社の

研究職・技術職・SEなど

情報システム領域社会環境学領域 環境デザイン領域

※2005年4月開設予定（認可申請中）につき、
内容を変更する場合があります。
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【環境政策学分野】４つの学問系「政策系」「経営系」

「環境（自然）科学系」「人文科学系」から構成されます。

教育課程の編成

●環境政策コース

環境に関わる人文科学系の分野、法律学、経済学、

社会学の諸分野から環境政策を考究し、基礎理論を

学ぶとともに、環境問題を総合的に教育・研究します。

的確な政策判断力を有する人材を育成します。

〈修了後の進路の例〉

国・地方自治体の政策立案、策定担当者など

●環境経営コース

経営学、会計学を基礎に、総合的に教育し、会計システ

ムの情報を駆使しながら、企業経営の場において活用す

る能力の育成を図ります。的確な経営判断力を身につけ

た人材を育成します。なお、税理士試験の科目免除が可

能になるような科目の履修および修士論文作成を行います。

〈修了後の進路の例〉

企業の環境マネジメント実務担当者など


